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近

よ

な

赤
い
布
片
の
立
て
た

田

畑

食
糧
増
産
は
、
現
在
の
我
国
に
と
っ
一
そ
れ
で
魚
種
市
に
限
り
今
後
パ
ラ
チ
オ

て
重
要
な
韻
題
で
あ
る
と
と
は
、
皆
さ
一
V
J

剤
を
撒
布
し
た
田
畑
に
は
赤
い
布
片

ん
よ
く
御
存
知
の
こ
と
ふ
思
い
ま
す
。
一
の
つ
い
た
小
竹
を
適
宜
立
・て
ふ
標
蟻
と

こ
の
た
め
病
害
虫
の
予
防
、
駆
除
に
い
一
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
か
ら
、
と
の
よ

ろ
・/
¥
な
農
薬
が
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
一
う
な
田
畑
に
は
立
入
ら
ぬ
よ
う
御
注
意

す
。
と
れ
ら
農
薬
の
中
で
も
、
最
近
よ
一
下
さ
い
。
備
と
の
外
規
則
に
も
と
ず
き
.

く
使
わ
れ
る
も
の
に
、
パ
ラ
チ
ォ

ν剤
一
撒
布
区
域
に
は
防
除
二
目
前
よ
り
終
了

〈
ホ
リ
ド
ー

ル
等
V

が
あ
り
ま
す
。
こ
一
後
七
日
ま
で
当
該
区
域
の
農
協
事
務
所

の
農
薬
は
、
い
ま
ふ
で
に
な
か
っ
た
「
一
前
、
及
び
主
要
場
所
に
対
象
害
虫
名
、

二
化
め
い
虫
」
の
駆
除
に
罪
常
に
有
効
一
防
除
日
時
、
区
域
、
面
積
等
を
掲
示
板

な
薬
で
あ
る
た
め
、
本
年
か
ら
全
面
的
一
叉
は
立
札
に
掲
示
す
る
等
一
般
に
公
示

に
使
用
さ
れ
初
め
ま
し
た
。
し
か
し
と
一
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
叉
放

の
薬
は
有
効
な
反
面
、
叉
大
変
に
毒
性
一
一
慢
は
同
剤
撒
布
後
三
週
間
た
L
な
け
れ

が
つ
よ
い
の
で
、
し
ば
/
¥
事
故
を
お
一
ば
行
つ
て
は
な
ら
な
い
と
と
に
な
っ
て

と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
が
た
め
取
掻
一
い
ま
す
。
特
に
魚
崎
停
市
に
は
果
樹
闘
が

者
に
法
規
を
守
り
、
万
全
の
注
意
を
払
一
相
当
あ
り
、
こ
a
A

で
も
よ
く
パ
ラ
チ
オ

う
よ
与
指
導
し
て
お
り
ま
す
が
皆
様
の
一

ν
剤
を
使
用
し
ま
ず
か
ら
、
立
入
り
ゃ

中
に
は
よ
く
知
ら
な
い
で
、
撒
布
直
後
一
果
実
を
う
っ
か
り
と
る
こ
と
の
な
い
よ

の
田
畑
に
立
入
る
方
が
あ
る
よ
う
で
一
う
よ
く
御
注
意
願
い
ま
す
。

す
。
規
則
で
は
防
害
上

、

撒

布

後

七

日

間

一

ハ

魚

津

保

健

所

〉

立
入
ら
ぬ
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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ろ

お
揃
い
で
水
族
館

入
月
は

報

皆
犠
打
水
族
館
に
つ
い
て
は

日
噴
い
ろ
/
¥
御
支
援
と
協
力

を
賜
わ
っ
て
、
博
覧
会
後
も
着

々
と
内
容
の
充
実
を
は
か
つ
て

お
り
ま
す
。
今
度
魚
津
水
族
館

設
置
条
例
並
び
に
全
入
場
割
、

使
用
料
条
例
を
設
定
し
て
、
八

月
十
日
か
ら
市
で
経
営
す
る
と

と
に
な
り
ま
し
た
。

現
在
各
学
授
は
夏
季
休
暇
を

利
用
し
て
、
休
み
中
の
研
究
と

情
操
陶
冶
を
は
か
つ
て
主
ら
れ

こ
れ
に
対
し
て
は
特
別
割
引
を

行
っ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
良
い

子
の
皆
様
は
ど
し

f
¥水
族
館

へ
お
出
で
下
さ
い
。

水
族
館
裏
の
遊
園
地
は
目
下

塀
が
覧
威
し
、
陸
橋
は
工
事
中

で
あ
り
ま
す
が
今
後
、
緑
陰
を

増
す
た
め
の
植
樹
や
、
謹
岸
工

事
と
相
挨
っ
て
、
夏
は
塩
水
プ

ー
ル
や
シ
ャ
ワ
ー
-
休
憩
所
、

簡
易
売
底
等
を
設
け
て
一
般
客

の
サ
1
4
y

イ
ス
・
セ
シ
タ
ー
と

い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ち
な
み
に
博
覧
会
に
は
さ
十

軍
万
人
、
そ
の
後
七
月
末
迄
一

万
五
千
人
の
入
場
を
み
て
居
り

ま
す
。
全
国
的
に
も
こ
ん
な
魚

の
種
類
の
多
い
水
族
館
が
な
い

の
で
日
本
一
の
折
紙
を
つ
け
ら

/広津魚昭和 29年 8月 15日発行

Y

柿
今
回
地
方
自
治
倫

-
ん
合
大
展
覧
会
の
開
催

グ
ハ
に
倖
い
、
標
記
の
写

y
て
の

真
募
集
が
あ
り
ま
す

コ
い
~
か
ら
、

奮
っ
て
応
募

介
つ
川
し
て
下
さ
い
。

紹

K
V
な
お
応
募
等
の
詳

村
集
~
細
は
、
市
役
所
庶
務

町
募
い
課
に
問
い
合
わ
せ
下

市
真
仰
さ
い
。

新
写
、
締
切

( 1 ) 

ーっ
た12

J、

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
構
内
の

施
設
や
、
交
通
機
関
の
不
備
が

充
実
さ
れ
る
ま
で
も
う
一
息
の

頑
践
り
で
す
。
皆
様
に
は
今
後

と
も
御
支
援
の
程
を
願
い
ま
す

新
料
金
は
次
の
通
り

大

人

図

。

円

高
校
生

生
徒
中
学
生意

夜
間
も
開
舘

水
族
館
は
八
月
末
日
ま
で
午

後
九
時
ま
で
夜
間
も
営
業
し
て

い
ま
す
ρ
夏
の
容
を
涼
し
い
水

族
館
へ
御
家
族
お
揃
い
で
お
出

下
さ
い
。

三
O
人
以
上
の
団
体
の
場
合

は
割
引
い
た
し
ま
す
。
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O
円

I尼

二
O
円

昭
和
二
十
九
年
度

一内
向
日
目

uurμ

農
地
災
害
復
旧
費
に
つ
い
て
一
行
山
科
目
山
仁
川
れ

昭
和
二
十
八
年
度
復
旧
い
た

一回
当
額
は
御
承
知
の
如
く
政
府
一
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

し
、
補
助
金
の
支
払
を
終
了
し

一
の
大
緊
縮
政
策
の
結
果
、
従
来

一

昭
和
二
十
九
年
度
竣
功
検
査

た
農
地
災
害
復
旧
費
及
び
昭
和

一
の
災
害
復
旧
計
画
は
、
=
一
、
五
二
は
会
計
検
査
院
の
要
望
も
あ
り

二
十
九
年
度
の
災
害
復
旧
費
の
二
一
、
こ
の
比
率
に
よ
る
一
一
一
ヶ
年

一特
に
厳
重
に
行
わ
れ
ま
す
か
ら

ば

市

乙
L一

買

内

の

ム
な

〉り

議 河 関 職 大 平 寺 金

同一一同彦次吉三

役長

に
従
っ
て
其
の
堂
宇
古
次
償
問
広

荒
れ
衰
え
て
し
ま
い
ま

L
・た
ザ

眼
如
上
人
も
亦
智
代
臥
遺
跡
ι郡
山

慕
っ
て
こ
の
祇
へ染
率
南
湖
野
プ

一
興
し
ま
し
た
。
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そ
し
て
文
明
五
奈
川
件
四
指
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C
J

王
一
)
今
か
ら
四
百
九
市
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前
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場
必
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血
(
隆
副
照
顕
寺

、
二

r=一)
ペ
オ
そ去ら百
号
室
露
台

魚

津
・城

代

青

山

佐

渡

守

の

菩

提

所

J

，h
域
生
の
減
主
青
山
佐
渡
容
は
ね

ヤ

一
右
尊
傑
か
ら
有
難
い
畢
欝
を
蒙
・一

親
鷺
聖
人
の
ゆ
か
り
の
濃
い
一
門
道
雄
氏
に
迎
え
ら
れ
て
座
敷

一
っ
て
仏
門
に
帰
依
じ
堂
宇
を
健
一

真
宗
本
派
本
願
寺
興
峰
山
照
顕一

に
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

，

ナ繕
し
て
菩
提
寺
と
し
ま
じ
た
句
一

寺
を
訪
ね
る
こ
と
に
致
し
ま
し

一

此
の
寺
に
は
寺
、宝
と
し
て
大

一

天
正
一

(U
年
ハ
一
'軍
人
一一-一
)
一

た。

」
切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
が

一
六
月
魚
津
披
.主
吉
江
織
部
、
純
一ぷ

寺
院
は
魚
樟
蛾
祉
の
一
隅
、

一数
々
あ
り
ま
す
が
、
親
驚
聖
人

一
回
豊
前
等
が
織
田
勢
に
攻
め
か

二
の
丸
跡
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

一
の
ゆ
か
り
の
深
、
も
の
で
ま
、
下
、
遂
に
落
城
の
浮
き
慣
に
・会

一

し

、

t

一
い
，J
披
は
加
賀
前
田
利
長
会
の

が
、
広
い
境
内
に
は
大
き
な
松

一親
轡
嬰
一
人
雛
形
の
木
保
身
代
7
所
有
と
な
り
ま
し
た
。

や
「
と
が
」
の
老
樹
が
天
を
突
く

一尊
号
ハ
み
が
わ
り
の
そ
ん
ご

一そ
ご
で
利
長
公
は
青
山
佐
渡
守

様
に
鋒
え
、
本
堂
の
屋
根
の
萄

一
号
〉
、
法
然
上
人
の
筆
兜
錯
、

?
を
魚
津
披
代
に
命
m
し
ま
し
た
の

は
真
夏
の
太
陽
に
照
り
輝
い
て

-親
驚
聖
人
の
馬
殿
の
御
名
号
な

一
で
、
佐
渡
守
は
械
生
村
西
勝
寺

見
る
か
ら
に
由
緒
深
げ
に
見
え

一ど
で
あ
り
ま
す
。

一
二
代
目
の
住
職
締
臓
を
伴
い
、

る
の
は
即
ち
照
顕
寺
で
あ
り
ま

一川
親
驚
聖
人
が
英
の
昔
、
北
陸

三
ん
和
六
年
三
六
=
0
〉
今
か

す
。

一御
巡
錫
の
際
、
早
月

H
の
水
、
玉
三
百
三
十
四
年
前
魚
津
に
来

一

i

j

b

一
て
、
と
の
地
に
一
宇
を
建
立
も

寺
院
は
馬
出
町
ハ
通
称
お
ん

一
き
が
多
い
の
で
、
"
は
渡
ら
れ

一
た
の
で
あ
り
ま
す
0

.

ま
だ
し
と
言
う
〉
の
殆
ん
ど
中

一ず
追
分
(
今
は
滑
川
市
〉
の
一
軒

一

英
の
噴
京
都
西
本
願
寺
の
大

央
に
あ
っ
て
、
山
門
、
御
堂

一
の
農
家
に
休
ん
で
お
ら
れ
た
が

で僧
亙
准
如
上
人
が
江
戸
べ
御
下

ハ
み
ど
う
以
敢
堂
、
障
裏

ハく

一容
易
に
水
が
ひ
・
・
圃

E
E努
援
額
溢
園
陸
臨
匪

E
・
・
圃
蘭
踊

り
V

な
ど
立
派
に
建
ち
並
ん
で

一
か
な
い
か
ら
、
国
園
田
親
機
縁
綴
線
経
醐
幽
圃
圃
圃
・
園
田
開
闘

い
る
中
を
、
第
十
四
代
住
職
真

一其
の
家
の
主
入

国
園
圃
関
関
繍
機
織
幽
園
田
園
圃
圃
圃
圃
・
・
開
園

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一
の
背
に
お
ん
ぶ

額

劇

務

機
騒

闇

圃

圃

・

・

協

@
天
神
小
学
校
増
改
築
費

一
、
市
道
路
線
変
更
認
定
の
件

一
さ
れ
て
渡
ら
れ

燃
機
線
機

お
い
闇
醐
幽
圃
闘
掴
圃
園
開
欄

金
二

O
万

円

二

魚

津

水

族

館

設

置

条
例
設

一
ま
し
た
。

線

級

機

幽
園

調

圃

圃

闇

圃

圃

削

@
西
布
施
小
学
校
校
庭
整
備
定
の
件

一

聖
人
が
非
常

綴

級

協

脳
圃
朋
輔
副
圃
圃
園
圃
-
…
~

一
に
お
喜
び
に
な

徽
綴
麟
脳
陣
圃
園
鶴
留
置
圃
圃
圃
圃
圃
圃
園
開
幽

費
金
五
八
万
円

一
、
魚
津
水
族
館
ス
場
斜
使
用

一

機
織
機盤
踊
圃
圃
園
開
揃
幽
圃
圃
圃
圃
圃
・
田
園

一
つ
て
、
馬
殿
〈

緩

議

諸
島
盟
国
圃
圃
園
田
園
圃
圃
置

の
東
部
中
学
校
西
布
施
分
校
斡
条
例
設
定
の
件

一
ろ
ま
ど
の
V

の

ゆ
豪

語

醐

園

理

組

閣

圃

校
舎
建
物
買
牧
費
金
三
百
一
、
天
然
記
念
物
魚
津
埋
没
林

一様
で
あ
っ
た
と

眼

J
u級機
線
網
開
園
甥
機
機
関
組
閣
圃

七
十
四
万
五
千
円

保

存

館

入

場

掛

使

用

斜

条

一、
共
の
御
札
に

園

圃

院

綴
組
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議
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鶴
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圃

@
い
も
ち
病
共
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防
除
補
助
例
設
定
の
件

一
六
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御
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毅

繁

人
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全
O
万
円
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一
、
震
借
入
及
び
償
還
方
法

一
を
書
い
て
与
え

盟

圃

関

脇

陰

惨

膨

幽

圃

監

理

一
、
予
算
外
義
務
負
担
を
な
す
「
上
水
道
事
業
費
に
充
当
の

一ま
し
た
。
と
の

圃
圏
掴
濁
酒
濁
酒
掴
富
国
圃
圃
圃
掴
臨

の
件

，

た
め
金
四
千
万
円
以
内
を
資
一

名
号
は
「
馬
殿

圃

圃

哩

濁

酒
羅

遜

溜

冨
掴
掴
掴
圏
一

と
一
の
名
号
」
と
い

圃

園

田

院
綴
綴
綴
機
錨
醐
闘
幽
歯
固
聞

「
右
負
担
付
寄
附
に
と
も
な
金
運
用
部
よ
り
借
入
せ
ん

一
っ
て
、
此
の
寺

田

園

圃

販
機

線

機

縦
断

聞

圃

圃

圏

一

号
予
算
外
義
務
負
担
そ
の
他
す
る
も
の
」

一
に
保
存
さ
れ
て

圃

圃

園

関

謬

盤

固

園

開

一一一件」

一
、
魚
種
市
教
育
委
員
会
議
会

一
い
る
の
で
あ

his
s
B
R
Ei
s
-
E
!

一
、
上
水
道
事
業
費
に

充

て

る

選

出

蚕

員

の

選
挙
の
件

一ま
す
。

一向
の
折
、
北
陸
道
を
御
通
り
に

た
め
一
時
借
入
金
を
な
す
「
佐
伯
新
作
氏
が
議
会
選
出

一

真
門
住
職
か
ら
此
の
寺
の
由

一な
り
当
町
の
援
東
屋
に
於
て
、

一

l

J

こ
o

一
蹴
代
青
山
佐
渡
守
と
対
面
せ
ら

句

件

市

教

育

費

員

に

決

定

す

る

」

一緒
を
伺
い
ま
し

T

一れ
て
、

新
ら
た
め
て
照
顕
寺
の

一
、
不
動
産
払
下
処
分
の
件

一

当
時
の
先
祖
は
木
願
寺
第
八

一寺
号
を
賜
っ
た
の
で
あ
り
ま
す

I

l
l
li
-
-
I
l
l
i
-
-
-
i
ll
i
t
-
-i

l

l
l
1
一
世
態
燈
大
師
の
尊
孫
准
如
上
人

一

現
住
職
は
第
十
四
代
田
で
あ

一
で
あ
り
ま
す
ρ

承
元
元
年
(
二

る
が
第
十
一
世
の
住
職
杏
旭
師

第

十

回

富

山

県

ボ

ー

イ

ス

カ

ウ

ト

一
二
0
3
今
か
ら
七
百
四
十
七

一は
ご
十
七
才
に
し
て
本
寺
の
住

一年
前
念
物
停
止
の
為
め
、

宗
祖

一職
と
な
り
、
一
一
一
業
惑
乱
ハ
諸
門
の

指

導

者

講

習

会

開

催

!

一環

一

一

訟

一

一

辺

摂

日

一即
時

凶

開

銀
併

協
功
一
日

一

一遜
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

聖
人

一山
は
師
を
揺
ん
じ
て
学
頭
代
勤

B
S
隊
指
導
者
の
養
成
充
実
一

養
成
委
員
長
小
池
弘
氏
外
四
名

一
の
京
都
離
別
の
際
、
‘信
仰
の
非

一学
と
な
し
、
学
林
の
成
規
を
改

及
び
現
隊
指
導
者
の
実
技
指
導
一
の
指
導
"で
、
富
山
県
B
S
指
導

一常
に
深
か
っ
た
近
衛
基
通
公
の

一
正
せ
し
め
、
叉
法
華
三
大
部
九

と
併
せ
て
一
般
青
年
団
体
指
導
一
者
講
習
会
が
、

B
S
富
山
連
盟

一
た
っ
て
の
懇
望
に
よ
っ
て
弥
陀

一十
巻
を
通
講
す
る
等
稀
れ
花
見

者
に
対
し
、

B
S
教
育
法
の
普
一
富
山
県
警
委
員
会
、
魚
雷
市

一
路
一
一
官
官
り
に
な
っ
て
行

一る
碩
学
の
師
で
あ
り
ま
し
た
。

及
理
解
を
期
や
る
た
め
、
来
る
一
教
育
委
員
会
共
催
で
行
わ
れ
ま

一

基
通
の
術
孫
澄
誉
僧
都
は
と

一
天
保
九
年
ハ
一
八
三
八
〉
四
月

，A
月
=
十
日

L
り
一
一
泊
一
一
一
日
の
一
す
。

一
の
尊
傑
を
竪
く
護
っ
て
、
北
国

一病
を
得
て
自
院
で
逝
去
さ
れ
ま

一

と

一
に
下
り
婦
負
郡
蛾
生
村
に
錫

一
し
た
時
の
宗
主
は
設
し
セ
、
寂

日
程
で
、
道
下
小
学
校
を
中
心
一
街
希
望
者
又
は
詳
細
な
と
た
し
ゃ
く
〉
を
留
め
一
宇
を
建
立
一用
院
と
秘
せ
わり
れ
た
の
で
あ
り

に
隊
長
B
S
富
山
連
盟
指
導
者
一
は
至
急
市
教
育
委
員
会
へ
。

一致
し
ま
し
た
が
、
年
月
が
経
る

一ま
す
。

政

暑
中
お
見
舞

申
=
し
上
げ
ま
す

CG磯

に

職牧グ助市

務
入

代

理役

市
議
会
麟
長

N
H

副
議
長

7月人口動態、

魚
津
市
議
会
臨
時
会

去
る
八
月
九
日
市
役
所
に
お

い
て
市
議
会
臨
時
金
が
聞
か
れ

次
の
議
案
が
原
察
通
り
可
決
さ

れ
ま
じ
た
。

一
、
昭
和
二
十
九
年
度
魚
湾
市

歳
入
歳
出
追
加
更
正
予
算
ハ

第
二
回
》

「
主
な
る
歳
出
追
加
及
び
更
正

ま漁
港
修
築
費
ム
一
、

coo.

0
0
0
円
，

都
市
計
画
費
八

四
七
、
四
O
O円
.
天
神
小

学
校
増
改
築
工
事
費
二

0
0

、

0
0
0
円
、
西
布
施
小
学

校
校
庭
整
地
費
五
八
O
、

0

0
0
円
、
東
部
中
学
校
西
布

施
分
校
建
物
買
牧
費
三
、
六

五
八
、
0
0
0
円
、
公
営
住

宅
新
築
費
八
、
六
五
八
、
三

O
O円
，
失
業
対
策
事
業
費

六
九
八
、

0
0
0円
、
い
も

ち
病
共
同
防
除
費
補
助
五
0

0
、
0
0
0
円
、
北
海
道
遭

難
対
策
費
三
八

O
、
0
0
0

円
、
水
族
館
費
七
八

O
、

0

0
0
円
、
農
林
災
害
復
旧
事

業
費
負
担
付
寄
附
金
償
還
金

九
九
八
、
一

O
O
円
、
立
山

開
発
鉄
道
株
式
会
社
出
資
金

王
O
O、
0
0
0
円
、
昭
和

二
十
七
年
度
施
行
農
林
災
害

復
旧
事
業
負
担
金
還
付
金
八
，

、
五
六
三
、
0
0
0
円
等
で

計
二
六
、
八

O
O、
七
五
六

円
の
追
加
で
あ
り
ま
し
た
」

一
、
負
担
付
寄
附
金
受
納
の
件

実
施
に
当
つ
て
は
絶
対
に
設
計

一
は、
'
査
定
額
の
知
何
に
か
L
わ

書
と
相
違
い
な
い
よ
号
に
施
行

一ら
ず
工
事
の
不
良
な
る
も
の
は

し
て
下
さ
い
。
繰
上
実
施
等
に

一実
施
設
計
に
よ
り
減
額
致
す
事

よ
り
既
に
竣
功
し
ま
し
た
も
の

一が
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
八
年
度
昭
和
二
十
九
年
度

一
七
、
0
0
0
千
円
言
、
九

O
O千
円

七
二
、
0
0
0
一
一
、
ご
一
一
一
一

八
九
、
0
0
0
一
一
阜
、
一
一
一
一
一

災

害

種

別

農

地

復

旧

費

農
用
施
設
復
旧
費

計

底

で

喫

増

ん

で

員村沢田光

一則拡ー健栄太邦

員内口

52人

1 7件

46.257入

9件

33人

出生Z
死亡Z
婚 姻

離 婚

口人

そ

市

財

の



(2) 

煙
火
ハ
玩
具
用
花
火
〉
等
に
よ
る

片
貝
土
地
改
良
区
の
総
代

火
災
の
予
防
に

昭和29年 8月.15日発行

い
よ
/
¥
煙
火
使
用
の
さ
い

せ
い
期
と
な
り
、
防
火
対
象
物

の
燃
焼
し
易
い
暑
気
高
温
時
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
煙
火

ハ
玩
具
周
花
火
〉
類
に
よ
る
火
災

発
生
が
憂
慮
さ
れ
ま
す
の
で
、

煙
火
打
傷
業
者
及
び
市
民
各
位

一

に
は
、
次
の
事
項
に
注
意
さ
れ
，

一

防
火
に
一
層
の
ぽ
御
協
力
を
御
願

一

い
し
ま
す
6

一

一
、
仕
掛
ハ
打
鵠
げ
》
花
火
は

一

一
般
二
階
建
住
宅
の
屋
根
以

一

上
の
高
さ
に
飛
ぶ
の
で
次
の

↓

，
場
所
に
お
い
て
打
揚
げ
な
い

一

こ
と

‘

品

、@
引
火
性
、
発
火
性
、
物
品

た
る
ガ
ソ

p
v
、
シ
ン
ナ

ー
等
及
び
爆
発
性
物
品
ハ

煙
硝
火
薬
、
水
素
ア
V
J

モ

。

J
-

ャ
、
ポ
シ
ペ

1
等
U

の
所

報広

在
す
る
附
近
、
叉
は
薬
品

の
.取

扱
い
に
よ
り
可
燃
性

ガ
ス
の
放
出
さ
れ
る
附
近

よ
り
=
十
メ
ー
ト
ル
範
囲
一

内

一

@
屋
根
が
襲
斗
葺
1

襲
、
茅
一

葺
等
着
火
温
度
め
低
い
可
一

燃
性
一の
材
料
を
以
て
葺
か
一

れ
た
建
物
よ
り
=
十
メ
ー
一

ト
ル
範
囲
内
.

一

@
ゼ
ル
ロ
イ
ド
や
犬
量
r

の
マ
一

ヲ
ヂ
の
あ
る
、附
近
及
び
燃
一

，
え
易
い
杉
皮
、
桧
皮
、
鈎
一

層、
.
鋸
暦
等
の
集
積
文
は
一

乾
燥
し
て
あ
る
附
近
よ
り
一

二
千
メ
ー
ト
ル
範
囲
内
一

二
、
そ
の
他
の
花
火
で
も
燃
え
一

易
い
物
の
附
近
を
さ
け
土
砂
一

叉
は
ヨ
シ
グ
リ
1
ト
の
上
か

.扇
い
は
た
ら
い
等
に
水
を
入

一
商
業
統
計
調
査
に
つ
い
て
グ

H

皆
様
の
御
協
力
を
乞
ふ
H

市

来
る
九
月
一
日
を
期
し
て
、

全
国
一
斉
に
各
商
民
洩
れ
な
く

商
業
統
計
調
査
を
実
施
す
る
と

主
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
調
査

は
商
脂
の
皆
様
か
ら
真
実
を
報

告
し
て
頂
く
た
め
に
統
計
法
に

基
く
「
指
定
統
計
調
査
」
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
折
角
皆
様
か

ら
御
提
出
回
っ
た
調
査
票
の
取

掻
い
"に
つ
い
て
は
、
慎
置
な
阻

慮
が
な
さ
れ
、
統
計
訟
に
で
管

理
し
、
徴
税
そ
の
他
皆
様
の
御

迷
惑
と
な
る

I
う
な
使
途
に
用

い
る
こ
と
を
厳
禁
さ
れ
て
い
ま

す
。
な
お
調
査
に
従
事
し
た
職

員
及
び
調
査
員
が
報
告
に
係
る

事
項
を
他
に
洩
ら
し
た
と
き
は

罰
則
を
課
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
‘か
ら
、
・
調
査
を
受
け
6

れ
る
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

な
お
調
査
事
項
は
次
の
と
お

り
で
あ
り
ま
す
。

一
、
商
業
調
査
の
目
的

全
国
の
商
院
が
現
在
ど
の
よ

う
な
経
営
活
動
を
行
っ
て
い

る
か
を
、
商
業
全
般
め
実
態

を
把
握

L
て、
、適
切
な
商
業

F

政
策
を
'立
て
る
基
礎
資
料
と

戸
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
一
、
調
査
の
範
囲

製
造
問
屋
、
建
設
資
材
の
販

売
業
者
、
各
種
商
品
卸
売
業

専
門
品
卸
売
業
、
代
混
商
及

津策7(禦富鉱綴喜)C策関与;)

び
仲
立
業
、
そ
の
他
各
種
商

品
小
売
業
、
専
門
品
小
売
業

洋
品
雑
貨
商
、
小
間
物
底
、

荒
物
雑
貨
底
、
飲
食
民
、
製

造
小
売
業

=
一
、
調
査
の
種
類
及
び
調
査
事

項
L
甲
調
査
及
び
調
査
事
項
法

人
組
織
の
商
問
及
び
個
人

商
底
で
常
用
労
働
者
を
使

用
し

τい
る
も
の

乱
調
査
事
項

ィ
、
商
底
名
及
び
所
在
地

ロ
、
本
支
底
及
び
開
設
年

ハ
、
経
営
組
織
と
業
態
区

分
二
、
業
名
と
売
場
面
積
及

び
商
品
保
管
施
設
の
面

積
ホ
、
従
業
者
数
k
・資
金
借

入
先
及
び
商
品
仕
入
先

へ
、
販
売
方
法
と
割
合

ト
、
年
間
阪
売
額
と
手
持

額
チ
、
手
数
料
そ
の
他
の
サ

ー
ピ
ス
現
政
入

り
、
支
出
額
・と
帳
簿
組
織

ヌ
、
業
務
用
車
繭
台
数
調

査

・

s.乙
調
査
及
び
調
査
事
項

乙
調
査
を
面
接
調
査
と
も

い
う
。
個
入
商
問
で
常
用

労
働
者
を
使
用
し
て
い
な

い
も
の

つ
い

て

七
月
三
十
一
日
執
行
し
た
片

員
土
地
改
良
区
の
総
代
の
選
挙

に
お
け
る
当
選
者
は
次
の
と
お

り
確
定
し
た
。

ι調
査
事
項

ィ
、
商
問
名
及
び
所
在
地

ロ
、
従
業
者
数
と
業
名

ハ
、
阪
売
額
、
手
数
掛
及

び
サ
ー
ビ
ス
料
と
割
合

調
査
員
が
各
商
底
を
訪
問
し

て
種
々
な
こ
と
を
お
聞
き
し
ま

ず
か
ら
何
卒
真
実
な
申
告
を
し

て
下
き
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す。

稲
の
花
水
は
ど
ん
な
役

割
を
し
ま
す
か

稲
は
一
生
の
中
で
最
も
水
の

必
要
な
時
期
は
、
出
穂
二
十
五

日
前
の
穂
型
の
出
来
る
頃
か
ら

ホ
パ
ラ
ミ
、
出
穂
、
開
花
期
に

か
け
て
で
あ
る
。
此
の
時
期
の

水
を
特
に
花
水
と
い
っ
て
重
要

な
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

稲
も
生
物
で
す
か
ら
吾
々
人

〈写真は竣功した石垣本線〉

聞
と
同
様
始
終
、
炭
素
、
蜜
棄

の
同
化
作
用
、
・
呼
既
作
用
、
発

散
作
用
を
し
て
葉
で
体
や
米
司

内
容
を
つ
く
今
、
こ
れ
を
水
で

運
ん
で
米
に
な
る
も
の
は
籾
の

中
へ
、
体
に
な
る
も
の
は
体
の

各
部
へ
送
ら
れ
ま
す
。
殊
に
昨

今
は
C
、
三

O
度
l
三
二
度
の

生
育
適
温
で
す
か
恥
腹
水
も
大

吸
付
け
宝

4
4

・2
v

で
あ
り
、
更
に
地
下
え
浸
透
す

る
も
の
、
地
上
え
蒸
発
す
る
も

の
等
併
せ
て
}
日
反
当
二
百
石

と
い
わ
れ
ま
す
。

と
の
時
期
に
水
が
不
足
し
て

皐
ば
つ
を
う
け
る
と
、
丁
度
私

達
の
喉
か
干
い
た
時
の
様
に
体

が
弱
り
、
そ
の
た
め
イ
モ
チ
の

抵
抗
が
お
も
、
イ
モ
チ
に
躍
り

--a《
す
る
た
め
に

税

課

!?

P

凶
H
V

企
四
昌
ハ
水
Y

一
5

.

E

Y務
.

制

消

防

団

秋

季

綜

合

訓

練

開

一

津

期

川

小
沢
建
設
大
臣
水
族
館
を
視
一

a

l

税

察

の

た

め

来

市

一

1

置

U
，

企

車

目

ハ

木

〉

一

3
2
E
U
3

市
農
業
費
員
会
開
催
一

d

市

教

育

委

員

会

開

催

一

ご

月

遺
児
修
養
激
励
会
開
催
一

t

8

企

穴

日

ハ

金

〉

一

E
第

市
積
会
商
エ
水
産
費
員
会
開
一
4
A
-

側

海

地

区

市

勢

振

興

費

員

会

一

ぁ

市

開

開

催

一

調

山

形

県

南

置

賜

郡

三

沢

村

議
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催
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催
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す
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。
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葉
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